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23    水 田魚道 にお け る魚類 の遡 上調査 と

ビオ トー プ水 日が生態系 に及 ぼす影響

太 田 智 久 (生産環境整備学講座 濯 漑排水 学分野)

I.目 的  水 田地帯 では,フ ナ類 ・コイ ・ナマ ズ 。メダカな ど水 問に産卵す る習性

を持 つ魚類 が生虐、す る。しか し,近 年 の圃場整 備 は作物 の生 産性 の 向上 ,大 型機 械

の能 率 的利 用 な どの理 由か ら水 日 と排 水 路 との 間 に大 きな落 差 を と り,魚 類 の水

田へ の遡 上 を阻害 して い る。本 研 究 で は ,揖 斐郡谷汲村 の休耕 田に魚道 を設 け,

魚類 の遡 上行動 の実態 を調べ ,ビ オ トー プ と しての活用 の可能性 を検討す る。

n,調 査方法  魚 道 の最 上段 に ビデオ カメラを設 置 し,魚類 の遡 上行動 を観 察 した,

水温 ・気温 ・水位 ・流 量 ・気 象条件等 を調べ ,魚 類 の遡 上要因 につ いて検討 した,

また,魚 道 を遡 上 した魚 や ,水 田周 辺 に生 癌、す る魚 種 ・魚 数 を把 握 す るた め に捕

獲調 査 を行 つた ,

IEl.結果 及 び 考 察  調 査 地 周 辺 で捕 獲 され た 淡 水 魚 は ,ス ジ シマ ドジ ョウ小 型 種

東海 型 (絶滅 危 惧 IB類 )・ メ ダカ (絶滅 危 惧 正類 )を 含 む 6科 17種 で あ る。

水 国内 で の捕 獲 で は , 6月 に ギ ンブナ , 5～ 10月 にオイ カ ワ ・ヌマ ム ツ, 5～

11月 に タイ ジクバ ラ タナ ゴ ・タモ ロ コがみ られ た 。産卵 時期 が重 な る 6月 に多

くの遡 上 個 体数 が確 認 され た 。1日 の 内 で は 日没 直 前 の時 間帯 と,魚 に とつて適

水 温 (約 25℃ )に な る時 間帯 に多 くの遡 上個 体数 が確認 され た 。体 高 の高 い ギ

ンブナや タイ リクバ ラ タナ ゴにつ い て は ,魚道 の ス ロー プ部 分 に コケ が付 着 して

い ない 時 期 に遡 上 の 失敗 が 多 くみ られ た 。遡 上能 力 の 高 い オ イ カ ワは流 量 ・水 位

に 関係 な く遡 上 が み られ ,遡 上能 力 の低 い メ ダ カは魚 道 内 の流 量 が少 な く,排 水

路側 の水位 が高 い 条 件 で遡 上 がみ られ た 。ま た ,降 雨 に よ り排 水 路側 の水 位 が 上

昇 した場 合 ,多 くの遡 上 がみ られ た が ,降 雨 が直接 ,遡 上 に関係 す る結 果 は得 ら

れ なか った 。 この よ うに ,時 期 ・水 温 ・流 量 ・水 位 の 条件 が魚 類 の遡 上 に深 く関

わ つて い る と考 え られ る。また ,水 田内 に オ イ カ ワが 多 く確認 され た が ,オ イ カ

ワは本 来 ,水 日 に産 卵 す る魚 で は な い 。本 ビオ トー プ水 田で は ,常 時 ,水 が水 田

か ら排 水路 に流れ 出てい るため,川 の流れ と間違 えて遡 上 した と考 え られ る。オイ

カ ワの遡 上に よ り,そ の鰭 に付着 していた とみ られ るイ シガイや トンガ リササ ノハ

ガイ といつた 2枚 貝が水 田内に繁殖 し,そ の後 , 2枚 貝 に産卵す るタイ リクバ ラタ

ナ ゴが大量発 生 した。 タイ リクバ ラ タナ ゴは外 来種 で, 日本 固有 の タナ ゴ類 の減少

を指摘す る声が あ る.

IV。今 後 の展 望  日 本 では都 市な どで生物 の住 まい場所 を確保 した り,里 山を保

全 した り,一 定範 囲の生態 系の急 変 をあ る時点 の状態 まで復元す るの を ビオ トー プ

と言 う。 さ らに,教 育や研 究 な ど特 定の 目的 のために作 られ る もの も ビオ トープ と

言 える,本 調査 地 は後者 の ビオ トー プ水 田であ り,生 物 に とつての生活 空間 と成 り

得 たが,タ イ リクバ ラタナ ゴの大量発生 とい った生態系 のバ ラ ンスに影響 を及 ぼす

結果 も生 じた。今 後 ,オ イ カ フの好む遡 上条件や時間 の経過 に伴 い ビオ トー プ水 田

が生態系 に与 える影響 の変化 につ いて再検討す る必要が あ る.
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